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小 児 後 部 尿 道 ポ リー プの1例

国立松本病院泌尿器科(医 長:米 山威久)

紺谷 和彦,水 沢 弘哉,岡 根谷 利一,米 山 威 久

A CASE OF POSTERIOR URETHRAL POLYP IN A CHILD

Kazuhiko KONTANI, Hiroya MIZUSAWA, Toshikazu OKANEYA and Tekehisa YONEYAMA

From the Department of Urology, National Matsumoto Hospital

   A case of posterior urethral  polyp in a child is reported. A 14-year-old boy presented to our 
hospital with the chief complaint of a sense of residual urine. Ultrasound sonography and cystoscopy 
showed a posterior urethral tumor (1.5  cm  X 1.8 cm). Transurethral resection was performed, and the 

pathological diagnosis was a fibrous  polyp. One year after transurethral resection, the patient showed 
no signs of recurrence. Only 8 cases of posterior urethral polyp in children have been previously 
reported in the Japanese literature. 

                                               (Acta Urol. Jpn.  44: 53-55, 1998) 
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緒 言

男子尿道に発生する良性腫瘍は,比 較的稀な疾患で

ある.な かでも小児の報告例は自験例を含めて8例 し

かなく非常に稀である.今 回われわれは小児の後部尿

道腫瘍の1例 を経験 したので報告する.

症 例

患者:14歳,男 児

主訴:残 尿感

既往歴:川 崎病

家族歴:特 記すべ きことなし

現病歴:1995年6月 頃より尿線が細 くなり,残 尿感

も出現 した.1996年1月9日 残尿感を主訴に当科を受

診した.外 来で超音波検査,尿 道鏡を施行し前立腺部

尿道に腫瘤を認め,治 療 目的で入院となった,

入院時検査所見:血 液一般,血 液生化学,PSA,尿

所見,異 常なし.尿 細胞診は,classIで あった.

画像診断:IVPの 所見では膀胱に残尿 を認めたが

上部尿路の拡張は認めなかった.超 音波検査上膀胱に

著明な尿の貯留を認め尿閉の状態であった.ま た,膀

胱頸 部か ら後部尿道 にか けて1.5cm×1.8cmの

hyperechoiclesionを 認めた(Fig.1),膀 胱造影は施

行 しなかった.

尿道鏡:膀 胱頸部2時 から前立腺部尿道にかけて小

指頭大の有茎性乳頭状の腫瘍を認めた.尿 道腫瘍の診

断で1月23日 腰麻下に経尿道的腫瘍切除を施行 した.

病理組織所見:組 織学的には,腫 瘍は乳頭状に分枝

し,異 型のない移行上皮で覆われ間質は厚 く線維組織

で占められ,毛 細血管が散在 している.腺 管構造は認
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Fig. 1. Transabdominal ultrasonography shows 
       a hyperechoic mass  (arrow  : polyp). 

 left  : cross section,  right: longitudinal 
         section.
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 Fig. 2. H & E staining of histological section 

        of the  polyp: fibrovascular stroma 

        covered by normal transitional  epithe-

          lium.

め ら れ な か っ た(Fig.2).PSA染 色 は,陰 性 で あ っ

た.
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Tablel・AreviewofposteriorurethralpoiypsinchildreninJapan

症例 報告者 年齢 主訴 治療 後部尿道部位 組織像

[

2

3

4

5

6

7

8

井上q952)

市 川(1964)

林正(1979)

岡 本(1987)

同上

井 口(1994>

我喜 屋(1994)

自験 例(1997)

1歳5カ 月

1歳8カ 月

12歳

7歳

ll歳

10歳

5歳

14歳

尿閉

排尿困難

血尿

血尿

遺尿症

尿路感染

尿路感染

残尿感

膀胱高位切開術

膀胱高位切開術

膀胱高位切開術

TUR

TUR

TUR

TUR

TUR

不明

不明

膀胱頸部

精阜

精阜

精阜

精阜

膀胱頸部

不明

線維性

腺腫性

腺腫性

線維性

線維性

線維性

線維性

以上より後部尿道に発生 した線維性ポリープと診断

した.術 後1年 を経過しているが,再 発を認めていな

い

考 察

現在 男子尿道腫瘍の分類 としMostofiら1)のAFIP

分 類が よ く用い られている.こ の中でポ リープは,移

行上皮 由来の炎症性,線 維性,円 柱上皮由来の腺腫性

に分けられ る.本 症例 は,移 行 上皮 に覆われ,問 質が

線維組織 に富 み,炎 症細胞 を認めず,ま たPSA染 色

陰性 の所見 より線維性 ポ リープにあたる.

本邦 における小児後部尿道ポ リープは自験例 を含め

て8例2s7)が 報 告 され てい る(Tablel).8例 を検討

してみる と平均 年齢 は7.8歳,線 維性が5例 で,腺 腫

性 が2例,不 明が1例 あった.線 維性の割合が高い傾

向にあ る.

男 子後部尿道か ら発生 した線維性ポ リープは,1856

年 にThompson8)が 最 初に発表 してか ら現在 までに

70例 以上の報告がある.外 国では,小 児 の報告例 が多

く,Downs9)は 平 均9.7歳 と報告 してお り,こ の疾患

が尿道壁か ら発生 した先天的なもの と考 えている.

本 邦 で は大藤 らLO),川 原 らmが 成 人 の線 維性 ポ

リープを報告 してお り今 までに成人例 は6例 報告 され

て いる.成 人例 と小児例 は ほぼ同数で あ り,Downs

の 報告 とは異なっているが診断機器や技術の向上 によ

り今後 は小児例 の増加が予想 される.

診 断 には,排 尿時膀胱尿道造影 と内視鏡検査9)が 有

効 とされているが,本 症例 は,超 音波検査で膀胱頸部

にhyperechoiclesionの 腫 瘍が認め られ精査の結果診

断が下 された.今 後はスクリーニ ング検査 として超音

波検査が有効であろ う.ま た,井 口ら6)が 報 告 してい

るように腫瘍の発生が尿道壁か前立腺かの鑑別 には,

PSAな どの特 殊染色 が有用 と思 われ本症例で もPSA

染 色 陰性で あったので尿道原発 とした.

本邦 の小児の後部尿道線維性 ポ リープの発生場所 を

検討 してみ る と5例 中3例 が精阜周 囲 よ り近位 に向

か って発生 している.外 国で も同様の報告が されてい

るお りほとん どは有茎性で,単 発例が多いが多発例の

報告 もみ られ る且2)自 験例 では膀胱頸部 か ら後部 尿

道にかけて発生 したが,こ のような症例は他に1例 報

告されているだけである.

また,Kimcheら13)は 後部尿道ポ リープの患者の

20%に 上部尿路の拡張を,8%にVURを8%に 膀胱

憩室の合併 を認め,ポ リープの治療後VURが 改善

した症例があったと報告 しているが,本 症例では上部

尿路の拡張や膀胱憩室などは認めなかった.こ れは本

症例では腫瘍による閉塞症状が強かったため比較的早

期に診断治療が行 われたため,二 次的合併症がでな

かったためと推測される.

治療法であるが,以 前は膀胱高位切開術が行われた

が,現 在では内視鏡機器の発達により小児にも経尿道

的切除術が施行 されている.し かしながら,本 腫瘍の

好発部位である精阜近傍での内視鏡操作には射精管の

損傷なども報告 されているので今回は行わなかった

が,Henriquezら14)の 提唱 しているように低周波の

電流で,広 範囲の凝固を避けるなどの注意が必要であ

ろう.本 症例では膀胱頸部に腫瘍が発生したため,特

に問題はなかった.

小児の後部尿道線維性ポリープの治療後の予後は良

く,外 国の報告でも再発の報告15>は1例 しかない.

結 語

男児後部尿道ポリープの1例 を経験 したので,若 干

の文献的考察を含めて報告 した.

なお本論文の要旨は第128回 日本泌尿器科学会信州地方会

にて発表した.
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